
 

 

 

 

 

 

令和５年度 

『第２回まつだ子どもカフェ』 

実施概要報告 

 

 

 

 

 

 

令和５年８月 



1 

１．第２回まつだ子どもカフェの概要 

（１）目的 

松田町に在住または在学している子どもたちから、子どもたち目線のまちづくりについて意見

を伺い、今後のまちづくりに反映させることを目的とする。 

 

（２）開催方法 

松田町生涯学習センターに来て参加する対面方式で開催することとする。 

 

（３）開催日時 

令和５年 8月 6日（日） 13:00～15:00（小学生・中学生向け） 

                    

（４）参加者数 

27名 

高校 ２年生 3名、3年生 24名 

 

（５）実施内容  

  ４つのグループに分かれ、４つのテーマにそれぞれ意見を出し、発表を行った。 

    

コスモスグループ 寄地区のこれからについて考えよう 

さくらグループ 松田山のこれからを考えよう 

ロウバイグループ 松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 

ネモフィラグループ まちづくりについての提案 
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２．第２回（高校生向け） 

（１）発表内容 

コスモスグループ：寄地区のこれからについて考えよう 

寄地区に必要なもの、あると盛り上がるものについて意見交換がされました。 

 【遊べる施設】 

・ディズニーランド、USJ、ボーリング、人工サーフィン、ROUND１、競馬場、パチンコ店・・・など 

 【商業施設】 

・スーパー・コンビニ、大型ショッピングモール（ららぽーと）、BOOKOFF 

【飲食施設】 

・スターバックスコーヒー、マクドナルドカフェ、おしゃれな古民家カフェ 

【観光施設】 

    ・温泉、サウナ、川下り、アスレチック 

  【宿泊施設】 

    ・貸しコテージ、ホテル、 

   

などの意見が出され、何があったら寄地区に行くか、行きたくなるかを考えたところ、遊べる施設や

レジャー体験ができる施設、観光客が滞在できる施設が必要と発表されました。 

    

■コスモスグループのワークシート 

 
 さくらグループ：松田山のこれからを考えよう 
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松田山のこれからについて意見交換がされました。 

【松田山にあったら行きたくなるもの】 

・アスレチック、サバイバルゲーム場、キャンプ場、BBQ 場、日本一長い滑り台（1.5ｋｍ）、アウト

レット虫取り場、スケートスキー場・・・等の意見がありました 

  

 【松田山に人を呼び込むには】 

・アクセスをよくするため、ロープウェイを作る 

・名産品を作る（コキアの里のコキアを使った箒） 

・イベントを増やさず、お土産屋さんを作る（増やす） 

・他町の祭りで屋台を出す（名産品を売り、PRする） 

松田山に人を呼び込むための設備、人がアクセスしやすくなるには、また、名産品を増やし、お土産

屋も増やすことで町の PRに繋げ、より多くの人に松田山を知ってもらえることが重要だと発表され

ました。 

■さくらグループのワークシート 
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ロウバイグループ：松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 

松田町の買い物事情について、松田町に欲しいお店やなぜ買物環境が悪いのか、その原因につ

いて意見交換があり、解決方法を考えました。 

【松田町に欲しいお店】 

・本屋、文房具屋、コストコ、日用品、洋服店、GU、マクドナルド、ミスタードーナツ、回転ずし屋 

【買物環境を改善するには】 

・人手不足について 

ボランティアの募集（高校生をうまく利用、メリットになるような付加価値を付ける、（大学進

学に有利、スタバ無料券等）、海外への呼びかけ、子育て支援の強化、その PR 

雇用の創出（駅の近くに店を作る、駅ビル、モールの建設） 

・来る人が少ない 

町の PRをする（口コミ、雑誌、友達の紹介、CM、SNS） 

映えスポットを増やす（公園、壁や道に書くアート作品、竹下通り（原宿）の様にする） 

「来たい」と思えるようないい写真を撮って投稿する 

・住んでいる人が少ない 

居住場所の創出（単身世帯向けアパートやタワーマンションを作る） 

町の PR（SNS、TikTok、周りにはあまりない店などを作る） 

共働きの家族が子どもを預けられる施設を作る 

 

  松田町は買物環境が悪く、商店がどんどん閉まっている状態にあるので、その理由と改善方法

について発表されました。 

■ ロウバイグループのワークシート 
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ネモフィラグループ:まちづくりについての提案 

 今後のまちづくりについての提案について意見交換が行われました。松田町に欲しいもの、町づく

りに対して自分たちができること、みんなでできることについて考えました。 

【松田町に欲しいもの】 

・商業施設：駅の近くにクリエイト、ショッピングモール、スーパー、イオン 

・飲食店：しゃぶ葉、ガスト、サイゼリヤ、夢庵、デニーズ 

・娯楽施設サバゲー場、プリクラ、ガチャガチャ、カラオケ、ボーリング場、バスケ、スケボー場、バッ

ティングセンター 

・観光施設：一日中見られるイルミネーション、みかんジュースが出る蛇口 

・その他：災害に強い町、松田山の木の活用 

【自分たちにできること】 

・募金、SNSでの拡散、松田町出身の有名人からの SNS拡散、X(旧 Twitter)の活用、若者向け

の松田町公式 TikTok 

【みんなでできること・したいこと】 

・募金 

・松田町に住んでいる人の理解を深める活動（講義を開く） 

・空家の掃除 

・立花祭で松田町の名産品を売り込む→知名度UP 

・土地を広げる、山をきって土地にして木を活用 

・学校から駅の間の道に住んでいる人に引っ越してもらう→ファミレス・コンビニ等、学生が使いそう

な店を建てる 

 

まちづくりについての提案については、自分たちで松田町を PR し、町をもっと知ってもらうべき

だと発表がありました。 
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■ ネモフィラグループのワークシート 
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■子どもカフェの様子 
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３．参加者アンケート結果 

参加者の感想としては、カフェを楽しみながら、人の話を聞き、まちへの関心・興味が深まったこと

がうかがえる。次回の参加意向も高い。 

 

(１)参加して感じたこと 

 

 

(２)今後、町が力を入れて取り組んだ方がよいテーマ、取り組みは何ですか 

・歩きやすい道路作り、地産地消 

・TikTok 

・松田町の知名度を上げる、スーパーなどの商業施設をつくる 

・災害時の避難対処を高齢者のために取り組む、山の上に避難所を作る 

・交通の利便性をよくすること！！ 

・よりよい店づくりについて 

・SNSで 

・パチ屋（オレンジジュースがおいしいのでオレンジジュースの PRに力を入れると良いと思います。） 

・気がるに入れる飲食店をふやす 

・土地がないから）店、カラオケ、運動しせつ 

・上に建物を作ったら良いと思った。（ 

・人口増加 

・住民増加 

・SNSの投稿で人を呼び込む、目を引いたり印象的な場所を作る 

・子育て支援、高齢者の支援←母数が多いため。財政問題の改善←できることが増える 

・ネットを利用して松田町に期待と思われるような PRなどを取る。周りの色々な施設を作る 

・おひるねみかんサイダーをもっと広める 

・私たちができることとしては呼びかけ、または SNS 

・人集め、まつだ観光祭りの屋台を増やす、花火の打ち上げ数を増やす。 

・知名度を上げる 

・SNSなど若者たちが多く利用しているものを使って知名度UP 

・高齢化 

・SNS 
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・まちの発展のために、駅近に建物を作る。→駅にあると行きやすい 

・人口を増やす 

 

（３）感想やもっと話したかったこと 

・とても楽しく話し合いに参加できてよかったです。 

・違う学年の人々と話せていい経験になった 

・お母さんが学校に来る際に暇を潰せる場所がなくて困ったというのを聞いたので、カフェが欲しい

です。たくさんの意見が聞けて楽しかったです。また次回あれば参加したいと思いました。 

・発表失敗してしまいましたが、松田の山の自然を生かしてアスレチックの建立を検討するの大事だ

と考えた。 

・めっちゃたのしかったです おかしもジュースもおいしかったです。松田町が栄えていくといいです 

・たくさんのアイデアを聞けた 

・こういうイベントに参加したことはなかったけど楽しかったです！！ 

・パチ屋をたてるときは CRユニコーンを絶対に設置してください。今日はありがとうございました 

・おかしがたくさんあって楽しかったです！ 

・おかしとジュースを食べれて色んな人と話すことができてとても楽しかったです。 

・気軽に参加できて発言しやすくてとても良かった 

・松田町について知ることができた 

・まちづくりについて考えることができた 

・色々な意見が聞けて興味深く感じました 

・まちづくりのことに深く考えることがなかったためにこのような機会があることでこの分野につい

て考えることができたためよかった 

・自分の意見を書き、相手の意見を聞いたりして、大学でやるグループディスカッションに似ていて

良い練習になったし、松田町について良く知れたので良い経験になったなと思いました。 

・将来消防士になりたいので町など知れて良かった 

・みんながどのような松田町にしていきたいのかのたくさんの意見を聞けてよかったです 

・また参加したい 

・イノシシなどの獣害に対してどんな取り組みをしているのか 

・松田町について、よく知らなかったことなどもあったので、知ることができてよかったです。また、

町おこしのためにいろいろな意見を聞きながら話し合うことができたため良い意見がたくさん出た

と思います。 

・お菓子とジュースおいしかったです♡サイコー！ 

・松田町にいろいろな施設があることが知れてよかった 

・グループでたのしく話し合いができた！のみもの、食べものもおいしかったです。シフォンケーキで

ケーキ作ってほしいです！ 

・前回と同じ意見や違う意見など知ることができ、来てよかったと思いました。 
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（４）町長に言いたいこと・聞きたいこと    

・松田町の防災力を強化してほしい 

 回答：防災といっても地震なのか、土石流なのか、水害なのか、様々なものがあります。そのどれ

もに完璧に対応することは難しいですが、総合的に対応できる避難所として松田小学校の

体育館があります。 

 

・おひるねみかんジュースはどこで買えるんですか 

 回答：今は店での取り扱いをしていません。買うとしたら生産者に直接電話になります。もしくは 

ふるさと納税の一品となっているので、ご両親にふるさと納税を進めてみて下さい。 

 

・町のことが知れてよかったです。 

  回答：ご参加ありがとうございます。 

 

（１）子どもカフェを終えて 

ご参加された皆さま、また、保護者の皆さまに置かれましては、この度子どもカフェにご参加いた

だきありがとうございます。 

今回は４つのテーマについて、短い時間にもかかわらず多くの意見が飛び交い活発な意見交換が

されており、高校生の視点で真剣に町の問題に取り組んでいただきました。 

意見交換や発表の場で提案いただいた、高校生ならではの現実味を帯びた、現状を打開しようと

する柔軟性のある意見は、今後町が行う事業の一考とさせていただき、チルドレンファーストの松田

町となるよう努力してまいります。 

 町長への質問につきましては、場所の特定をし、対応できるかを含め検討させていただきます。 

  

 （２）各テーマの担当職員から 

コスモスグループ：寄地区のこれからについて考えよう 

寄地区の風景を収めたプロモーション映像を放映後に意見交換を実施したところ、商業施設

の他、寄る地区の魅力である自然を生かした施設についても意見があり、また、寄地区の宿泊や

観光の現状に関する質問が寄せられ、地域を面で捉えるような意見が出たことが印象的でした。 

 

   さくらグループ：松田山のこれからを考えよう 

観光客の呼び込み、アクセス方法、お土産による松田のプロモーションといった、観光地を作 

るのみならず、人流を意識した意見交換がされ、感心した。また、流行の最先端である高校生な

らではの意見が交換され、今後の観光資源創生の一助になると感じました。 

 

   ロウバイグループ：松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 

松田町の買い物環境の改善に当たって、まず顧客となる人口が少ないということが課題であ

るという意見が出た。課題に対しては、ＳＮＳや口コミによる広報活動の強化や住宅開発等によ

４.総括・総評 
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る若年世代の移住呼び込みなどのアイデアが出ました。 

参加者全員が、町外から松田町内に通学しており、松田町は参加者にとって「映える」場所や、 

「口コミ」したい場所ではないという印象を持ちました。 

 

   ネモフィラグループ:まちづくりについての提案 

活発に意見交換がなされ、現実的な町活性化策についての案があがってきたことに感心しま

した。 

学園祭で町とのコラボなどの案は、本旨と少し毛色の違った話ではありますが、こうした機会

により繋がりが持てたので、具体的な実現に向けた検討をしても良いのかなと思います。 

 

 


